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＜病棟連絡事項＞
〇感染対策について以下の指示がありしたので周知してください。
・体温の3検測定
・作業療法は病棟にて実施(移動はしない）
・休憩は病棟にて、他病棟職員と接触しない
・患者様へマスク着用してもらう、・手洗い、手指消毒の徹底
・病棟内の清掃、消毒　ジアエンフォームにて拭く
・レストランへは西病棟患者様が少なくなってから時間をずらして、入れ替えの毎にアルコール消毒を行う、食前食後の手洗い及び手指消毒の徹底
→発熱などの症状がでたら中止、病棟にて摂取して頂く
・外出泊禁止
・他科受診の場合は、帰院時に抗原検査実施
・ＭＭでの北病棟の報告は、代理で病床管理者が行う。

※明日、臨時で感染対策管理委員会を管理者で行います。都度、情報を流していきます。


＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～不調時小青竜湯10回分処方となる。

・袴田　将志様～不眠時マイスリー10回分処方となる。

・照井　澄子様～田中Dr診察し血糖のスライディングは継続の指示あり。食事のカロリーは800㎉ほどで良いと指示あり明日より経管栄養をディムスへ変更、昼食はMCTゼリーで経過観察とする。ゼリーはむせ込み等あるようであればブリックゼリーへ戻す事としている。

・関川　ヨネ様～田中Dr診察し点滴は継続にて7日分処方、嘔気、嘔吐ないためプリンペランは中止としている。

・大道　サト様～田中Dr診察し血尿無く尿量も1000ml以上排泄されている為点滴は本日分より中止となる。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は迷惑行為を自制できないため早めに開放観察を終えている。隔離中は不潔行為や不穏行動なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室内を徘徊している。過度な飲水要求やドア蹴り等不穏さは無いが　眼光の鋭さや妄想的な発言は続いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。10:00～14:00開放観察実施。不穏・興奮や自傷行為無く　静穏に過ごされている。再拘束には拒否無く応じられている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞							
・小笠原　益治様～朝食は拒否あり不食されている。対面時の易怒性や帰宅要求、不穏行動無し。



＜小柳Ｄｒ.診察情報＞
・栃内　象子様～ナウゼリンは飲み切り中止となる。臨時薬クエチアピン(37.5)→（75）へ増量となり他同内容で4日分処方。

・青木　文男様～処方変更無し。

・城前　実様～処方変更無し。


＜深澤Dr.診察情報＞
・平　京子様～１週間血糖3検の指示あり。臨時薬はシクレストが（10）→（20）へ増量。その他、外来院内処方と同内容で処方となる。

・篠　竜治様～臨時薬同内容で処方となる。

・飯田　修子様～臨時薬フェルビナクスチック軟膏１本処方となる。

・松谷　さと子様～ロナセンテープ（40）１日２枚を２週間分処方となる。

・市澤　ミツヱ様～点滴中止の指示あり。

・四戸　壽子様～臨時薬同内容で処方となる。

・関川　ヨネ様～指示・処方の変更なし。

・藤井　崇史様～臨時薬同内容で処方となる。

・下妻　康貴様～指示・処方の変更なし。

・蛇沼　清美様～臨時薬ドネペジル（5）→（8）へ増量、グラマリール（25）１Ｔ追加となる。

・浅沼　とめ様～南病棟転出許可あり。

・澤口　利香様～臨時薬シクレスト（10）→（5）へ減量、ツムラ葛根湯が毎食後で追加その他、同内容で７日分処方となる。
葛根湯について本人様は「昼要らない。」と話されているため、主治医より調整可の口頭指示あり。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和4年7月13日　13:57
氏　　名：平　京子（たいら　きょうこ）様
生年月日：昭和29年5月10日（68歳）
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット8号室

＜経過＞
　R4.7.11電話連絡あり。訪問看護や青明舎には
もう行かない、外来もキャンセルした、薬も飲ま
ないといった事を話す。理由については「香港の
日本に行く」「ここじゃない日本に行くから洗濯
機とかも片付けるの」と奇妙な言動があり。
先週までは大きな変化はなく、夜間の睡眠は安定し、
日課も行え、空包も確認済。しかし先週より引っ越し
をしようと思っていると唐突に話しはじめ、すでに
現在のアパートは退去の申請をしてしまい、不動産
会社も受理をしている状況。
　本日、キャリーバッグを持って外出し、合同庁舎
にパスポートを取得しに行くつもりであったという
本人を青明舎スタッフが発見している。診察時は
着席して取り乱した行動はみられないで、質問にも
返答はできているが、現実検討力はかなり低下して
いて衝動制御困難も目立つことで、本日入院の方向
[bookmark: _GoBack]で考えるが、現在の本人に病識や検討力が著しく低下
していると思われ、家族へ連絡をして医療保護入院の
同意を得られた為R4.7.13東病棟Aユニットへ医療
保護入院となる。 　

